
■　スクリーンの取り付け

　１）　スクリーンに付属のウエルナットを表から挿入後、カウルの裏にあてがって、カウル表から付属の
　　　Ｍ４ビス、ワッシャ―にて、ウエルナットの筒部が膨らむまで締めこんで固定します。

■　フルカウルの装着

１）　エアーダクトをエアーBOXに、純正同様にしっかりと挿入してください。

２）　アッパーカウルを前からフロントフォークをかわしながら入れ込み、ダクト口をエアーダクトに挿入しながら
　　ミラー穴をメーターステーのミラー部にあてがい、バックミラーをノーマルカウル同様に純正ナットにて仮固定します。

３）　サイドパネル　Ｒ/Ｌを付属のボタンファスナー、ナイロンワッシャーにて
　　アッパーカウルに取り付け、付属のボタンボルト(M６×１５)、ステンワッシャー、
　　ゴムワッシャ―にて仮固定します。

　　（注意）　ナイロンワッシャーは、カウルの表裏に１枚ずつ入ります！

　　（※）　フレームサイドのカバー（写真 ① □部）は取り外し、その取付け部（写真〇印部）
　　　　　にサイドパネルを仮固定します。。

４）　メインフレーム右下端へ、写真 ②の様にアンダーカウルステーRを、
　　付属のフランジボルト（Ｍ６×1５）にて仮付けします。 ①

５）　アンダーカウルを付属のＤリングファスナー、ナイロンワッシャーにてサイド
　　パネルに固定し、右後部を写真 ② ステーに、付属のＤリングファスナー、
　　ナイロンワッシャーにて、左後部を車体にボタンボルト（Ｍ６Ｘ１５）、ステンワッシャ―、
　　ゴムワッシャ―にて固定します。

６）　カウルのひねり、各部クリアランスを確認しながら、それぞれの車体固定部を
　　本締めします。

　　（お願い）　アンダーカウルのマフラーと接近している部分には、
　　　　　　　必ず、断熱材を貼ってください。　（断熱材は、お客様でご用意ください。）

　　　　   アンダーカウルは全てのマフラーに対応している
　　　　訳ではありません。マフラーの種類によっては、カット、
　　　　その他加工が必要になる場合があります。

②　右側

■　タンクカバーの装着

１）　前側２箇所は、付属のボタンキャップボルト（Ｍ６Ｘ１５），ステンワッシャ―
　　にて、後部は、ノーマル座面の場合、付属のトラスボルトにて取り付けます。
　　　オリジナルシートカウル装着時は、座面と共締めします。 　⑤

■　シートカウルの装着

１）　写真 ⑤矢印部ステーは取り外し、□部の上面突起をカットします。

２）　写真 ⑥ アンダーカバーを一旦外し、白線部を左右対称にカットして元に戻します。

３）　シートカウル本体を後ろからシートレールに挿入し、写真 ⑤ 〇印部に、後部は
　　純正ボルトにて仮付けします。 　⑥
　　　前部は、座面を載せた後、付属のトラスボルト（Ｍ６Ｘ１５）にて共締めし、
　　位置調整後、全てのボルトを本締めします。

　　（お願い）　テールランプがカウルとガタツク場合は、ホームセンター等で販売している
　　　　　　　幅広の隙間テープをテールランプ外周に貼ってください。

　　クレバーウルフ・レーシング 仕様等は予告なく変更する事があります。
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■　ヘッドライトの取り付け

　１）　ヘッドライトに、写真 ① の様に純正ボルトにて ステーを固定します。

　　（注意）　ヘッドライト表のＰＩＡＡの文字が正しく読める向きを上下とし、ステーは３点留めでＹ型となる様に
　　　　　　固定してください。

　２）　写真 ② の様に、カウル側ステーとライト側ステーの間にスプリングを挟み、付属のビス、ワッシャ―をライト側
　　　ステーの後部から差し込み、カウル側ステーに締めこんで固定します。

　　　　上下左右のビスの締め込み度で、光軸調整をしっかりと行ってください。

① ②

　３）　カウル表のヘッドライト部に、付属のクリアカバーをあてがい、写真 ③ 矢印部は、付属のＭ４トラスビス、ゴムワッシャ―
　　　にて、〇印部は、付属のプラリベットにてカバーを固定します。

③

　　　クレバーウルフ・レーシング 仕様、価格はお断り無く変更する場合があります。
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